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中札内村総合行政推進委員会 第３回財政部会 会議録 

 

日  時  令和３年８月１９日（木） １９：００～２０：５０ 

場  所  役場庁舎 会議室２ 

出席委員  佐藤裕二、山口公雄、奥井千英子、杉本啓子、丹野 優、嶋崎直子、林 雄司、 

間舩信子、鎌田 修（９名） 

事 務 局  総務課長 川尻年和、施設課長 成沢雄治、消防署長 山澤康宏 

      総務課長補佐 渡辺大輔、総務課主査 竹村幸二 

 

議      事 

（開  会）  １９：００ 

 

（川尻課長）   皆様お忙しい中、財政部会に出席いただきまして誠にありがとうございます。 

         本日も令和２年度事業の政策評価と次期まちづくり計画について、皆さんか

ら意見を頂くことになりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、部会長から挨拶をお願いいたします。 

 

（部会長）    皆さん、こんばんは。先週に引き続き、本日も政策評価やまちづくり計画に

ついて審議いたします。先週は時間を押しましたが、今回は少し進め方を変え

るということでよろしくお願いします。 

 

（川尻課長）   これからの議事は、部会長の進行で進めさせて頂きます。よろしくお願いい

たします。 

 

（部会長）    それでは、審議を進めさせていただきます。 

進め方について、事務局から説明をお願いします。 

 

（渡辺補佐）   本日の財政部会では、総務課、施設課、消防に係る令和２年度事業に関する

政策評価と次期まちづくり計画の基本計画について審議を行います。 

進め方としては、全部を説明すると時間が掛かりますので、ポイントをしぼ

り説明します。 

また、計画体系が現行計画と次期計画では変更点が多く、複数の課が関連す

ることから、本日お配りした資料のとおりで区切りながら政策評価と基本計画

を合わせて説明した後、皆さんから意見を伺いたいと思います。 

 

（部会長）    ただいまの進め方についてはよろしいでしょうか。 

（意見等なし） 

それでは、説明をお願いします。 

 

（各課長等）   －資料に基づいて説明－ 
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（部会長）    ただいま説明がありました。それではみなさんの方から質問、意見をお願い

します。説明のあった所以外でもかまいません。 

 

（委員）     私の行政区では、持ち主が住んでいなく、草が伸びたままの家があります。

空き家や空き地の情報は、どのように集めていくのでしょうか。また、空き家

の環境整備の問題も含めて伺います。 

 

（川尻課長）   村では、空き家や空き地バンクの要綱をつくり、登録制にして情報を集める

よう進めているところです。そして集めた情報を紹介していきます。 

持ち主がわからない空き家の管理については、村だけの問題ではなく全国的

に問題となっています。個人の財産の問題でもあるため、村として限界もあり、

手探りです。 

 

（委員）     区長の申し送りとして、親戚の方の了解を得て、役員で草刈りしていますが、

周辺住民が担うのは限度があり、良い方法を模索してほしいです。 

 

（川尻課長）   以前、私の近所でも同様な場所があり、近くの人が草刈りするのが現状かと

思います。 

 

（委員）     村長評価で、帯広空港とのアクセスのことが記載されていますが、今後、期

待を持って良いのでしょうか。 

 

（川尻課長）   アクセスが悪いのは承知しており、空港から歩いてくる人も見かけます。 

 

（委員）     タクシーを利用している人がいると聞いています。 

 

（竹村主査）   十勝全体としても空港とのアクセスは重要なポイントとなっており、これか

ら十勝管内の自治体で方策を検討していくことで予定しています。 

 

（川尻課長）   今のところは、くるくる号の活用はありません。 

 

（渡辺補佐）   くるくる号は村民の生活の足として運行していますが、今回の案件は外から

来る観光客の交通の足としての両面で、利便性向上に向けて検討していくとい

うことです。 

 

（部会長）    移住者は増えていますか。 

 

（川尻課長）   移住の問い合わせはあり、新たな分譲地について検討していかなければなら

ないと考えています。 
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（委員）     鉄道記念公園のワークショップに参加しましたが、集まったメンバーが子育

て世代ではありませんでした。公園ごとにテーマがあることをその時知り、鉄

道記念公園は子どもたちのための公園ということでしたが、そのことが事前に

知らされていれば、もっと子育て世代の参加があったと思います。今後は事前

に話し合う内容を明確に周知した方が良いと思います。 

 

（成沢課長）   案内にたくさんのことを記載すると見てもらえないところもあり、例えば、

広報で事前にテーマなどを周知してから別途チラシなどで募集するなどの方策

を考えていきます。今後に向けて参考にさせていただきます。 

 

（部会長）    公園の遊具にテープを貼って使えないものがありますが、理由があるのです

か。 

 

（成沢課長）   行政区の公園と施設課で管理している公園があり、行政区の公園の遊具は福

祉課で管理していて、そちらは把握しておりません。施設課で管理している遊

具で貼ってあれば、ペンキ塗装や修繕中と考えていただければと思います。 

 

（部会長）    施設課では、どこの公園を管理しているのですか。 

 

（成沢課長）   市街地では中央公園、鉄道記念公園、東公園、コミュニティ広場、その他に

桜六花公園、上札内公園、西札内ダム公園です。 

 

（委員）     中央公園の清掃は、委託しているのですか。 

 

（成沢課長）   社会福祉協議会の就労センターに委託し、清掃してもらっています。鉄道記

念公園やパークゴルフ場のトイレは毎日清掃しており、運動公園は週に４回で、

その他は週１回のところもあります。和式を洋式に変えるなど、トイレはきれ

いに管理し、快適に使ってもらえるようにしています。 

 

（委員）     就労センターの作業員の賃金は安いのですか。 

 

（成沢課長）   賃金は、決して安くはないと思っていて、生きがいとして、頑張り過ぎず、

楽しみながら作業してもらうように言っています。しかし、高齢化しており、

なかなか作業が厳しくなってきていますので、対策を考えていかなければなら

ないと思っています。 

 

（委員）     子ども１１０番の旗は、一般の民家も協力してくれているのでしょうか。 

 

（川尻課長）   以前は、教育委員会から依頼してマップを配布していましたが、最近は民家
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が不在なこともあるので、減っていると思います。 

 

（委員）     防災に関して、札内川ダムで発電して、中札内村の電力を賄えると聞いたこ

とがありますが事実ですか。 

 

（川尻課長）   札内川ダムで発電はしていますが、ブラックアウトした時も村の電力を賄え

る事実はありませんでした。その時は、村の発電機を活用していました。この

庁舎は防災本部として、７２時間電気が使えるように整備しています。 

 

（委員）     最近、３人くらいから分譲地の相談がありました。農家の後継者も市街地に

住む方が増え、３０～４０代で宅地を探している人が多くいます。土地があっ

ても所有者がわからないなど、探すのが大変なようです。分譲を待っている人

がいるので、なるべく早めに方向性を出してほしいと思います。 

 

（川尻課長）   私の方にも問合せが来ていて、その通りだと思っています。 

 

（委員）     以前に道の駅の中に観光協会が移転する話があり、調理場が違うところに移

るという話がありましが、どのような状況でしょうか。 

 

（渡辺補佐）   カントリープラザの調理室に事務所を持ってくることで、間もなく工事がは

じまります。旧役場庁舎を取り壊してパブリックキッチンを建設する構想で、

産業課が先日に村民ワークショップを開催して意見をいただいたところです。 

 令和５年度に着工できるよう計画を進めていく予定です。 

 

（委員）     地元ならではの味噌などの作り方を学ぶ機会があったら良いと思っていまし

た。食育などにつながる場所になると良いと思います。 

         別な話になりますが、コロナ禍で行政区の活動がなくなって、行政区を抜け

ていく人がいると聞きました。最近活動がない中で、加入している意味合いが

薄れてきているのだと思います。 

 

（川尻課長）   行政区を抜けていく人がいることは課題と認識しています。内部ではいろい

ろ考えてはいますが、対策は持ち合わせていないです。防災の観点でいえば、

隣近所の状況を把握して共助を行ってほしいと思っています。 

 

（部会長）    旧役場と一緒に改善センターは壊すのですか。 

 

（川尻課長）   改善センターは残します。福祉の拠点施設など考えています。 

 

（山澤署長）   新しい救急車は、現在の救急車と見た目はそれほど変わらないハイエースを

予定しており、最新の資機材を導入します。 
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（委員）     火災警報器の未設置の人は、どうやって把握しているのですか。 

 

（山澤署長）   今は義務化しているので、住宅の確認申請時に図面で確認しています。以前

に建てられた住宅は、秋の防火査察時に聴き取るなどしています。警報器は永

久的なものではないので、更新も啓発していきます。 

 

（委員）     警報器の電池が切れて交換の仕方がわからなくて消防に連絡したという話を

聞いたことがありますが、対応しているのですか。 

 

（山澤署長）   乾電池ではなくバッテリーが入っているので、そっくり交換になります。お

年寄りなどで、自分で取付けられない方には職員が対応したことはありますが、

基本は自分で交換してもらいます。 

 

（部会長）    他に無ければ、今日の審議はこれで終了したいと思います。 

その他、次回の委員会について事務局からお願いします。 

 

（渡辺補佐）   次回は、来月下旬に全体会を開催し、基本構想を含めた次期まちづくり計画

全体についての審議を行いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（部会長）    最後に、全体を通じて何かございますか。 

無ければ以上もちまして、財政部会を終了させていただきます。長時間にわ

たり大変お疲れ様でした。 

 

（閉  会）  ２０：５０ 


